
昨
年
九
月
に
イ
ギ
リ
ス
の
オ
ッ
ク
ス
フ

ォ
ー
ド
大
学
が
「
雇
用
の
将
来
・
情
報
技

術
に
影
響
さ
れ
や
す
い
仕
事
」
と
い
う
大

部
の
報
告
を
発
表
し
た
。
現
存
す
る
約
七

0
0
の
仕
事
に
つ
い

て
、
消
滅
す
る
仕
事

の
順
位
を
計
算
し
た
衝
服
の
内
容
で
あ

る
。
消
滅
可
能
性
大
の
仕
事
に
は
時
計
修

理
業
、
保
険
引
受
業
、
納
税
手
続
業
、
写

真
修
正
業
、
経
理
事
務
業
な
ど
、
消
滅
可

能
性
少
の
仕
事
に
は
余
暇
相
談
業
、
危
機

構
造
を
変
革
し
た
。
今
回
の
情
報
革
命
で

は
情
報
技
術
が
同
様
の
結
果
を
も
た
ら
すけ

た

の
で
あ
る
が
、
変
化
の
規
模
と
速
度
が
桁

違
い
に
増
大
し
て
い
る
。
ア
メ
リ
カ
の
大

学
教
授
は
「
現
在
の
子
供
が
大
人
に
な
る

と
き
、
六
割
は
現
存
し
な
い
仕
事
に
就
業

す
る
」
と
予
測
し
、
「
こ
れ
か
ら
数
十
年

間
で
現
存
す
る
世
界
の
仕
事
の
半
分
に
相

当
す
る
二
〇
餃
人
の
仕
事
が
消
滅
す
る
」

と発――
-
E

し
て
い
る
学
者
も
い
る
。

若
者
に
は
職
業
選
択
が
困
難
な
時
代
に

な
る
が
、
企
業
も
存
続
を
真
剣
に
検
討
す

る
必
要
が
あ
る
。
八
0
年
代
に
企
業
の
寿

命
三

0
年
説
が
話
題
に
な
っ
た
。
株
式
時

価
評
価
総
額
の
上
位
一

0
0社
に
登
場
す

る
企
業
も
三
0
年
程
で
退
場
す
る
と
い
う

経
験
法
則
で
あ
る
。
大
手
予
備
校
代
々
木

ゼ
ミ
ナ
ー
ル
の
事
業
縮
小
が
話
題
に
な
っ

て
い
る
が
、
拠
点
が
最
大
規
模
に
な
っ
た

平
成
四
年
か
ら
二
0
年
足
ら
ず
で
縮
小
に

転
換
し
て
お
り
、

三
0
年
説
は
過
去
の
法

則
に
な
る
ほ
ど
変
化
は
加
速
し
て
い
る
。

こ
の
情
報
革
命
に
対
抗
す
る
第

一
の
戦

じ
ょ
う
ち
ょ

略
は
、
情
報
よ
り
情
緒
を
基
礎
と
す
る

情
報
で
は
な
く
情
緒
を
対
象

急
速
に
仕
事
が
消
滅
す
る
時
代

経
済
に
も
通
用
す
る
不
易
流
行

第
二
の
戦
略
は
、
固
定
し
た
業
務
に
固

管
理
業
、
職
業
相
談
業
、
健
康
管
理
業
、

機
能
回
復
業
な
ど
が
列
挙
さ
れ
て
い
る
。

報
告
の
副
題
か
ら
も
推
測
で
き
る
よ
う

に
、
情
報
技
術
の
進
歩
に
よ
り
コ
ン
ピ
ュ

ー
タ
が
代
替
で
き
そ
う
な
仕
事
は
消
滅
し

や
す
く
、
人
間
し
か
で
き
な
い
仕
事
が
存

続
す
る
傾
向
に
あ
る
。
し
か
し
、

最
近
は

人
工
知
能
が
高
度
に
発
達
し
、
余
暇
の
旅

行
に
つ
い
て
も
、
条
件
を
入
力
す
れ
ば
適

合
す
る
旅
行
計
画
を
紹
介
す
る
サ
ー
ビ
ス

が
存
在
す
る
し
、
健
康
管
理
に
つ
い
て
も

体
温
や
血
圧
な
ど
体
調
に
つ
い
て
の
数
値

分
野
を
目
指
す
こ
と
で
あ
る
。
情
報
は
二

ュ
ー
ス
が
象
徴
す
る
よ
う
に
、
少
数
の
人

間
が
所
有
し
て
い
る
ほ
ど
価
値
が
増
大
す

る
が
、
情
緒
は
芸
術
の
よ
う
に
、
よ
り
多

数
の
人
々
が
共
感
す
る
ほ
ど
価
値
が
増
大

す
る
性
質
を
も
っ
て
い
る
。
し
た
が

っ
て

情
報
を
企
業
の
仕
事
と
す
る
と
、
技
術
革

新
に
追
随
で
き
な
け
れ
ば
脱
落
し
て
い
く

が
、
情
緒
を
仕
事
の
対
象
と
す
れ
ば
、
技

ほ
ん
ろ
う

術
の
急
速
な
変
化
に
翻
弄
さ
れ
る
こ
と
を

回
避
で
き
る
。

政
府
の
国
民
意
識
に
つ
い
て
の
調
査
に

よ
る
と
、

一
九
七

0
年
代
後
半
に
国
民
の

要
求
は
「
物
の
豊
か
さ
」
か
ら
「
心
の
豊
か

さ
」
に
移
行
し
、
最
近
で
は
三
分
の
二
近

く
が
「
心
の
豊
か
さ
」
を
期
待
し
て
い
る
。

こ
れ
は
前
述
の
オ
ッ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド
大
学

の
調
査
で
も
明
確
で
、
上
位
は
人
間
が
人

間
の
相
手
を
す
る
仕
事
に
集
中
し
て
い
る
。

最
近
で
は
介
護
ロ
ボ
ッ
ト
や
対
話
ロ
ボ
ッ

ト
も
登
場
し
、
人
間
の
役
割
を
技
術
が
代

替
し
つ
つ
あ
る
が
、

当
分
、
情
緒
を
対
象

と
す
る
仕
事
は
人
間
の
領
域
で
あ
る
。

先を読む＝⑲

情
報
革
命
に
も
淘
汰
さ
れ
な
い

企
業
と
な
る
秘
訣

を
入
力
す
れ
ば
診
断
し
て
く
れ
る
技
術
も

登
場
し
、
長
期
に
安
泰
と
い
う
わ
け
で
も

な
い
。

か
つ
て
の
産
業
革
命
の
時
代
に
は
多
数

の
職
業
が
機
械
技
術
に
代
替
さ
れ
、
社
会

執
す
る
の
で
は
な
く
、
時
代
の
変
化
と
と

も
に
業
務
の
内
容
を
変
更
し
て
い
く
こ
と

で
あ
る
。
よ
く
対
比
さ
れ
る
の
は
富
士
フ

イ
ル
ム
と
コ
ダ
ッ
ク
の
明
暗
で
あ
る
。
フ

ィ
ル
ム
に
固
執
し
た
コ
ダ
ッ
ク
は
大
量
の

は
た
ん

人
員
削
減
に
も
か
か
わ
ら
ず
破
綻
し
た

が
、
富
士
フ
ィ
ル
ム
は
本
業
で
あ
っ
た
フ

ィ
ル
ム
の
売
上
げ
が

一
％
以
下
に
な
っ
て

も
、
薬
品
、
磁
気
記
録
媒
体
、
画
像
処
理

装
置
な
ど
業
務
を
多
様
に
展
開
し
、
過
去

―
二
年
間
で
売
上
げ
を
一一
倍
に
拡
大
し
て

い
る
。

こ
の
背
景
に
は
千
年
企
業
の
伝
統
が
存

在
す
る
。
鎧
兜
か
ら
火
箸
、
風
鈴
と
品

目
を
変
更
し
つ
つ
平
安
時
代
か
ら
家
業
を

み
ょ
う
ち
ん

維
持
し
て
き
た
明
珍
家
が
代
表
で
あ
る

が
、
日
本
に
は
事
業
の
中
核
は
堅
持
し
、

時
代
を
敏
感
に
反
映
し
て
企
業
を
継
続
し

て
い
る
老
舗
が
多
数
存
在
す
る
。
最
近、

次
々
と
転
職
す
る
若
者
が
増
大
し
て
い
る

け
い
ち
ょ
う
ふ
は
く

が
、
そ
れ
は
軽
桃
浮
薄
で
は
な
く
、
情

報
社
会
を
反
映
し
た
就
業
形
態
と
理
解
す

べ
き
で
あ
る
。

ふ

え

き

不
易
流
行
は
芸
術
だ
け
で
は
な
く
、
経

済
に
も
適
合
す
る
日
本
の
伝
統
精
神
な
の

で
あ
る
。
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